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学級数生徒数 西宮中学級数・生徒数推移（予測）

生徒数 学級数

1年 2年 3年 合計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

令和7年度 101 3 120 3 111 3 332 9

令和8年度 108 4 101 3 120 3 329 10

令和9年度 106 4 108 4 101 3 315 11

令和10年度 109 4 106 4 108 4 323 12

令和11年度 104 3 110 4 107 4 321 11

令和12年度 102 3 104 3 110 4 316 10

令和13年度 110 4 102 3 104 3(4) 316 10(11)

令和14年度 74 3 110 4 102 3 286 10

令和15年度 74 3 74 3 110 4 258 10

令和16年度 76 3 74 3 74 3 224 9

令和17年度 79 3 76 3 74 3 229 9

西宮中学校の生徒数・学級数の推移について

※令和7年度は実数。令和8年度以降は推計値。

資料３

表１ 西宮中学校 生徒数・学級数（予測）

学級数 生徒数

1学級 1～35

2学級 36～70

3学級 71～105

4学級 106～140

表２ 【参考】学級編成基準

●西宮中学校の生徒数は令和10年度にピークを迎え、その後減少傾向ではある。
●しかしながら、竣工年度の令和13年度は２～３名程度の増により学級数が1クラス増える可能性があり、この場合令和13年度は最大11学級となる。

普通教室11学級規模（または10学級）規模で改築
※それ以上になった場合でも、普通教室に転用可能な英語教室等を整備する。

※段階的35人学級の
導入を想定し算定

新校舎利用年度



中学校の標準建物面積について

■ 標準建物面積
～『杉並区立学校施設整備計画（第２次改築計画）』 （令和３年３月） Ｐ19 より～
●中学校11学級を想定した場合の標準と、現在の西宮中学校の詳細●

用途分類 教室数
標準中学校
（11学級規模）

現在の西宮中学校
教室数

現在の西宮中学校
（9学級）

校舎

普通教室
11室
（10室）

11×72㎡=792㎡
（10×72㎡=720㎡） 9室

627㎡
（69.75㎡/教室）

多目的教室
3室
（4室）

3×72㎡＝216㎡
（2×144㎡=288㎡）

1室 135㎡

少人数教室 2室 144㎡ 2室
139㎡

（69.75㎡/教室）

特別支援教室 2室 36㎡×2＝72㎡ 1室 48.75㎡

その他特別教室・準備室 12室程度 1,346㎡ 12室 1,310㎡

※8m×9m＝72㎡/教室



（仮称）コミュニティふらっと宮前の整備について

■コミュニティふらっと（標準規模）のイメージ

■（仮称）コミュニティふらっと宮前の整備について
・様々な用途で使用ができる貸室や、予約不要のラウンジを整備します。
・身近な地域における交流・つながりが生まれる仕掛けとして、施設運営事業者が地域の発表会やお祭り
（多世代交流イベント）などのイベントのほか、様々な講座等（自主事業）を開催していきます。
・運営事業者は、前記のような事業展開を評価するプロポーザルにより選定します。
・ゆうゆう大宮前館の機能継承を踏まえて、一般利用者に先駆けて集会室を優先的に使用できる仕組みを
設けることで、高齢者の活動機会を確保します。

多目的室

ラウンジ

集会室

次のページでは、

今回の整備（宮前）における

諸室整備の考え方（案）を

示しています。



■コミュニティふらっとの運営事業者について
①運営事業者は、単に貸室の貸出し受付などの事務をするだけでなく、自ら施設の諸室などを活用して「多世
代交流イベント」（指定事業として年２回）及び「自主事業」（区との協定に基づき定期的に実施）を実施するな
ど、多世代交流の仕掛けを展開していきます。
②運営事業者には、日々の施設運営やイベントの実施などを通して、地域と施設、あるいは地域で活動する方
同士を緩くつないでいくような、役割を担っていただくことを期待しています。
③他のコミュニティふらっとでは、ゆうゆう館の協働事業者（NPO法人）なども参画し、ゆうゆう館と同様に、地域
との結びつきを大切にしながら運営をしています。
④受付は、常時２名体制としています。（【参考】東山田中のコミュニティハウスは、館長１名、受付は昼３人、夜４人）

用途分類 想定規模

集会室
（4室）

①20∼30㎡ ②20∼30㎡
③50∼60㎡ ④40∼50㎡
※①②は一体使用可。一部の部屋については、
ゆうゆう大宮前館の利用者の優先使用を想定

多目的室
（1室）

・80∼90㎡想定
・集会室よりも広い貸室
・壁面に鏡を設置、軽い運動ができます

ラウンジ
（1所）

・80∼90㎡想定
・予約なしで、どなたでもお使いいただけます
・飲食可能スペースであり、フリーＷｉ－Ｆｉが使えます
・個人利用できるテーブルと団体利用できるテーブル
があり、自主学習もできます

（仮称）コミュニティふらっと宮前の諸室規模等について

部屋 面積 9∼12時 13∼17時 18∼21時

洋室１ 57.9㎡ 73％ 76％ 8％

洋室２ 22.0㎡ 77％ 76％ 29％

洋室３ 23.7㎡ 73％ 52％ 19％

【参考】
■ゆうゆう大宮前館の部屋面積と
令和6年度時間帯別の利用率

■ゆうゆう大宮前館の利用状況
登録団体：26団体（令和６年度下半期）
主な利用種目：スポーツ吹き矢、輪投げ、
卓球、体操、手芸、俳句、囲碁

※洋室２と３は一体使用可

※この他にも、中学生から要望が多かった、楽器練習ができる部屋など、
施設の規模（600㎡程度想定）を踏まえて設置可能性を検討していきます。


